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 節句とは、「季節の節目となる日」のことを言います。中でも３月３日は、桃の節句として

おひなさまを飾り、女の子の成長を祝います。皆様のお宅ではどのようにされていますか。 

３月３日のひなまつりに飾られるおひなさまにも、世代世相を反映 

されたものが多くみられます。 

 我が家でも７５歳の妻のおひなさまは、５０センチ四方のガラスケ 

ースに収まる７段飾り、祖父が自分と同様の丙午
ひのえうま

と喜び探し回り、 

浅草で見つけ購入したと聞き、物の無い時代だと感じさせられます。 

 ４９歳の娘のおひなさまは、住宅事情も変化し２畳ほどのスペース 

を取る７段飾り、おひなさまの飾り場所、お飾りの配置など記憶をた 

どりながら飾るような状況です。 

 そのような事からか、２５歳の孫娘のおひなさまは飾り付けるのも 

収納も簡単なお内裏
だいり

さまだけの平飾りを選んでいます。 

 また飾る場所等を考慮した小さな立ちびなや素朴なわらべびななど 

地域性を感じさせるおひなさまが存在します。 

 更には、時代背景を表したキャラクターびな 

など女の子のひな祭りにいつの時もいろいろな 

彩りを与え、成長を祈るご両親の気持ちがひし 

ひしと伝わってくる気がします。 

 私のひな人形は、ガラスに入った藤娘の人形でした。それもまた、妹には何もなく、長女だけのものとい

う思い出が強い。 

 結婚し、我が家に長女が生まれ、実家から７段飾りのひな人形が送られてきました。それはもう立派で、 

半日がかりで飾り付け、片付けも時間を要しました。２年後に次女が生まれ、今度は自分たちで、ガラスケー

ス入りのコンパクト３段飾りを購入しました。４年後に三女が生まれ、三女には手作りの木目込みひな人形

を作りました。一人ひとりにひな人形を持たせてあげたいという私の念願は、かなったのですが…。飾る部屋

もままならず、忙しさにかまけ年々７段飾りは、男びなと女びなの 

一対のみと縮小され、最近は三女の木目込み人形のみが飾られるよ 

うになってしまっています。 

そうそう、ひな人形を飾る意味に「良い結婚ができますように」 

の願いを込めたものだったような気もするが、あれあれ？友達いわ 

く、「ひな人形を片づけるのが遅かったじゃないの」と。 

あかりをつけましょぼんぼりに♪   正木悦子 さん（関沢３） 

 

世代世相を反映したおひなさま     堀口正仁 さん（鶴馬） 
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１月7日 人
じん

日
じつ

の節句 七草がゆを食べる風習 

３月３日 上巳
じょうし

の節句 ３月最初の巳
み

の日、桃の節句 

５月５日 端午
たんご

の節句 最初の午の日、ちまきを食べる風習 

７月７日 七夕
しちせき

の節句 七夕
たなばた

、そうめんを食べる習慣 

９月９日 重 陽
ちょうよう

の節句 
邪気が入りやすい時期とも考えられ、邪気払いの行

事を行う。邪気を払うとする菊を重視。 菊の節句 

 

 「女の子の成長を祝う」「桃の節句の由来を知る」ことをねらいと  

して３月３日にひなまつり会をおこなっている保育所。近くの第六保 

育所に聞きました。 

ひな人形には「女の子が健やかに育ち、幸せでありますように」と 

の願いが込められています。２月の大安の日を選んで、年長の女の子 

と一緒に7段のひな人形を飾り、桃の花などの季節の物も添え華やか 

に。１歳児から５歳児、各年齢の発達にあったひな人形も楽しく作り、 

それぞれの部屋もひなまつりの雰囲気になっていきます。  

待ちに待った当日の集会。各クラスのひな人形紹介や先生による由来の話、調理の先生方が丹精込めて作

ってくださる行事食やおやつのひなあられ、桜餅などの由来や意味も絵や写真で説明があります。その後、み 

              んなで「ひなまつり」の歌を歌います。そして待ってました！本日の一番！ 

「ひなまつり」の曲に合わせて年長の女の子登場です。浴衣に足袋
た び

、薄化粧、 

紅をさした姿に会場は歓声の渦！みんなの瞳はハートマークです！この日 

のために練習を重ねた踊り、本当にかわいい！ 

アンコールの嵐に応えて、もう一回披露！会場 

のみんなも笑顔の花が咲き、こころも踊ります。  

集会後、年長の女の子は各クラスを回り記念 

写真をパチリ。憧れの視線が向けられ、そして 

さっそく踊りを真似する姿も見られるとのこと、保育所の異年齢の良さも垣間見 

えるひと時です。 

年長クラスは近くの特別養護老人ホームさんにも踊りを披露しに行き、「かわ 

いい！」の声援をたくさんもらい、男の子たち 

も出し物をしてきます。見る側、見せる側、喜びいっぱいの温かい光景が広 

がります。  

保育所全体、そして地域とのつながりも大切にしている、桃の節句！  

「今日はうれしいひなまつり♪」子どもも大人も目から口から幸せいっぱい 

です。 

 

保育所での桃の節句 

 

パネルシアターで説明中 

子どもたち自作のひな人形 

彩りのあるおいしい行事食 


